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ピーター・セルディン ペース大学名誉教授 

Dr. Peter Seldin Distinguished Professor of Management Emeritus, Pace University    

 

学  歴 

1963 年 ホバート・カレッジにて学士号（心理学）を取得 

1966 年 ロング・アイランド大学にて修士号（ＭＢＡ）を取得 

1974 年 フォーダム大学にて博士号（教育学）を取得 

 

現  職 

ペース大学プレザントヴィル校（ニューヨーク州）の経営学名誉教授として、

教職員の業績評価およびファカルティー・ディベロップメント(ＦＤ) の専門家と

して活動。専門分野は、組織行動学、業績評価、大学教育、教育評価など。 

 

職歴・活動歴 

・ 1979 年よりペース大学ルービン・ビジネススクールの教員に就任。学部長、 

学科長を歴任。 

・ 全米および世界 45 か国、350 を越える大学において、高等教育の問題に関す 

るコンサルタントを務める。  

・ 全米及び国際会議で多数の講演のほか、米国教育協議会（American Council on 

Education: ACE）の 30以上の全国ワークショップにおいて、学部長および学

科長を対象にした学科のリーダーシップ強化を目的としたプログラムを提案。 

 

出版物 

・ The Academic Portfolio（Elizabeth Miller 氏との共著、2008 年) 

・ Evaluating Faculty Performance（共著、2006 年)  

・ The Teaching Portfolio 第３版 (2004 年)  

・ The Administrative Portfolio（共著、2002 年)  

・ Changing Practices in Evaluating Teaching (1999 年) ほか多数 

 

その他 

The New York Times、The Chronicle of Higher Education、Change 誌などの出

版物に大学教職論、学生による授業評価、教育実践、大学文化について数多く寄

稿。また、世界銀行からインドネシア客員研究員、英国ロンドンの College of 

Preceptors 評議員に任命されているほか、学究活動に対する貢献により、キース

トーン・カレッジ（ペンシルバニア州）、コロンビア・カレッジ（サウス・カロラ

イナ州）より名誉学位を授与。 
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ジェフ・キング テキサス・クリスチャン大学ケラーセンター所長・教授 

Dr. Jeff King Director of the Koehler Center for Teaching Excellence,  

Texas Christian University 

 

職  歴 

2007 年よりテキサス・クリスチャン大学ケラーセンター (Koehler Center for 

Teaching Excellence) 所長。前職はカプラン大学教学センター (Kaplan 

University Center for Teaching and Learning) 所長。 

         

専門分野 

教学のパフォーマンスの向上と脳の活動との関係についての研究

(Brain-compatible teaching and learning)、ファカルティー・ディベロップメ

ント (ＦＤ)、学習主体の教育 (Learning-centered education)。当該分野に関

し米国内及び国際的な会議・ワークショップにて多数講演。 

 

職歴・活動歴 

・ これまで長年にわたりアカデミック・ポートフォリオに関する活動に従事。 

2007 年からはピーター・セルディン博士らとともに自校であるテキサス・ク

リスチャン大学にて連続ワークショップ・プロジェクトを実施。 

・ ＦＩＰＳＥやＮＳＦ等の研究費を得て、ＦＤの開発・実践に関するプロジェ

クトに参画するほか、コンサルティング活動を実施。 

・ 大学教育やＦＤ、教授戦略に関する教本・研究論文の執筆、教育指導者向け

マニュアルの作成にも参加。 

・ オンライン上のＦＤ実践に関するコンテンツ作成プロジェクトやＦＤに関す

るコンサルタント業務に参画。 

 

出版物・論文等 

・ Brain Function Research: Guideposts for Brain-Compatible Teaching and  

Learning (Journal of General Education)  

・ Student Perception of Learner-Centered Teaching: Research Findings and 

Practical Application (第４回ラーニング・パラダイム国際会議発表資料)  

・ Enhancing Community Colleges Through Professional Development（共著、 

2002 年) ほか 
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   柳澤 康信 愛媛大学長 

 

学  歴 

1970 年 3月  京都大学理学部動物学科卒業 

1972 年 3月  京都大学理学研究科修士課程動物学専攻修了 

1976 年 6月  京都大学理学研究科博士課程動物学専攻単位修得退学 

 

学  位 

1981 年 7月 理学博士（京都大学） 

 

主要職歴 

1976 年 7月 日本学術振興会奨励研究員 

1977 年 4月 京都大学理学部附属瀬戸臨海実験所研究員 

1978 年 4月 愛媛大学理学部助手 

1982 年 4月 愛媛大学理学部助教授 

1996 年 4 月 愛媛大学理学部教授 

2000 年 4 月 愛媛大学評議員（～2004 年 3 月） 

2001 年 4 月 愛媛大学大学教育総合センター副センター長（～2002 年 3 月） 

2002 年 4 月 愛媛大学理学部長、理工学副研究科長（～2005 年 3 月） 

2004 年 4 月 愛媛大学学長特別補佐（～2005 年 3 月） 

2004 年 4 月 愛媛大学経営情報分析室長（～2006 年 3 月） 

2004 年 4 月 愛媛大学経営協議会委員（～2005 年 3 月） 

2004 年 4 月 愛媛大学教育研究評議会評議員（～2009 年 3 月） 

2005 年 4 月 愛媛大学理事（～2009 年 3 月） 

2009 年 4 月 愛媛大学長 
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日比谷 潤子 国際基督教大学学務副学長 

 

学  歴 

1980 年 3月  上智大学外国語学部フランス語学科卒業 

1982 年 3月  上智大学大学院外国語学研究科言語学専攻博士前期課程修了 

1988 年 5月  ペンシルベニア大学大学院言語学科博士課程修了 

 

学  位 

1988 年 5月 Ph.D. in Linguistics（ペンシルベニア大学） 

 

主要職歴 

1987 年 4月 慶應義塾大学国際センター専任講師 

1992 年 4月 慶應義塾大学国際センター助教授 

1994 年 9 月 ダートマス大学アジア研究プログラム訪問準教授 

（～1994 年 11 月） 

2002 年 4 月 国際基督教大学教養学部準教授 

2004 年 4 月 国際基督教大学教養学部教授 

2005 年 4 月 国際基督教大学教養学部語学科長 

2006 年 5 月 国際基督教大学教学改革本部長 

2008 年 4 月 国際基督教大学学務副学長 

2008 年 5 月 日本私立大学連盟教学担当理事者会議幹事会委員 

2008 年 5 月 独立行政法人国立国語研究所外部評価委員 

2008 年 10 月 日本私立大学連盟大学評価委員会委員 
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生和 秀敏 大学基準協会特任研究員 

 

学  歴 

1966 年 3月 広島大学教育学部心理学科卒業 

1968 年 3月 広島大学大学院教育学研究科修士課程教育心理学専攻修了 

 

学  位 

1988 年 3月 文学博士（広島大学） 

 

主要職歴 

1968 年 4月 広島大学教養部助手、広島大学教育学部講師・助教授 

1979 年 4月 広島大学総合科学部助教授 

1987 年 9月 文部省在外研究員（UBC、ロンドン大学精神医学研究所など） 

1989 年 10 月 広島大学総合科学部教授 

1996 年 4月 広島大学総合科学部長（～1999 年 3 月） 

1999 年 4月 広島大学副学長（～2001 年 5 月） 

2006 年 4月 広島大学大学院総合科学研究科教授 

 

兼  職（大学教育および大学評価に関するもののみ） 

1996 年 7月 ＩＤＥ大学協会 中国・四国支部常任理事 

2000 年 4月 大学基準協会相互評価委員会委員 

 （2004 年度から 2006 年度まで 委員長） 

2000 年 8月 独立行政法人化に関する調査検討会議関係者委員 

 （～2002 年 3月) 

2002 年 8月 大学評価・学位授与機構 総合科学系評価専門委員 

 （～2004 年 7月） 

2006 年 9月 国立大学協会調査研究部プロジェクト･リーダー 

2007 年 4月 大学基準協会正会員資格判定委員会委員及び 

 大学評価企画立案委員会委員（現在に至る） 
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大塚 雄作 京都大学高等教育研究開発推進センター教授 

 

学  歴 

1976 年 3月 東京大学理学部物理学科卒業 

1978 年 3月 東京大学教育学部教育心理学科卒業 

1980 年 3月 東京大学大学院教育学研究科教育心理専門課程修士課程修了 

1982 年 10 月 東京大学大学院教育学研究科教育心理専門課程博士課程 

単位修得退学 

 

学  位 

1980 年 3月 教育学修士（東京大学） 

 

主要職歴 

1982 年 11 月 大学入試センター研究部助手 

1986 年 4月 放送教育開発センター研究開発部助教授 

1996 年 4 月 放送教育開発センター研究開発部教授 

1997 年 4 月 メディア教育開発センター研究開発部教授 

2000 年 10 月 大学評価・学位授与機構評価研究部教授 

2004 年 10 月 京都大学高等教育研究開発推進センター教授 
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平野 眞一 大学評価・学位授与機構長 

 

学  歴 

1965 年 3月 名古屋大学工学部応用化学科卒業 

1967 年 3月 名古屋大学大学院工学研究科応用化学及び 

合成化学専攻修士課程修了 

1970 年 3月 名古屋大学大学院工学研究科応用化学及び 

合成化学専攻博士課程修了 

 

学  位 

1970 年 3月 工学博士（名古屋大学） 

 

主要職歴 

1970 年 4月 東京工業大学工業材料研究所助手 

1971 年 8月 ペンシルベニア州立大学博士研究員（～1972 年 9月） 

1976 年 10 月 東京工業大学工業材料研究所助教授 

1978 年 4月 名古屋大学工学部助教授 

1983 年 8月 名古屋大学工学部教授 

1997 年 4月 名古屋大学大学院工学研究科教授 

1999 年 4月 名古屋大学高温エネルギー変換研究センター長（～2002 年 3 月） 

2000 年 4月 名古屋大学評議員（～2002 年 3月） 

2002 年 4月 名古屋大学先端技術共同研究センター長（～2003 年 3 月） 

2003 年 4月 名古屋大学大学院工学研究科長・工学部長（～2004 年 3月） 

2004 年 4月 名古屋大学総長 

2009 年 4月 独立行政法人大学評価・学位授与機構長 
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川口 昭彦 大学評価・学位授与機構理事 

 

学  歴 

1964 年 3月  岡山大学理学部化学科卒業 

1966 年 3月  京都大学大学院理学研究科化学専攻修士課程修了 

1969 年 3月  京都大学大学院理学研究科化学専攻博士課程単位取得退学 

 

学  位 

1970 年 1月 理学博士（京都大学） 

 

主要職歴 

1969 年 4月 東京大学応用微生物研究所助手 

1983 年 4月 東京大学教養学部助教授 

1989 年 4 月 東京大学教養学部教授 

1991 年 2 月 東京大学評議員（～1995 年 4 月） 

1994 年 7 月 東京大学留学生センター長（併）（～1998 年 6 月） 

1996 年 4 月 東京大学大学院総合文化研究科教授 

1996 年 4 月 東京大学教養学部生命・認知科学科長（併）（～1999 年 3 月） 

1999 年 4 月 東京大学総合研究博物館長（併）（～2001 年 3 月） 

2000 年 4 月 大学評価・学位授与機構評価研究部教授（併）（～2001 年 3 月） 

2001 年 4 月 大学評価・学位授与機構評価研究部教授 

2002 年 5 月 東京大学名誉教授 

2002 年 10 月 大学評価・学位授与機構評価研究部長（併） 

2004 年 4 月 独立行政法人大学評価・学位授与機構評価研究部教授、 

 評価研究部長（兼） 

2006 年 4 月 独立行政法人大学評価・学位授与機構理事 
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